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「内容」 に重点を置いた英語教育の 枠組み を目指 して

一 内容ベ ー ス の教授法の 比較一

永末　順 子 （安 田女子 大学大学院）

Abstract　Content−based　approachcs 　to　language　instruction　which 　are 　based　upon

non −language　subjects 　or 　various 　topics　o 丘en 　be　said 　to　be　effective 　recently．　In　this

thesis
，
1　will 　examine 　three　major 　content −centered 　approaches

，
　Immersion　Program

，

Content−Based 　Instruction（CBI ），
　 and 　Content　and 　Language 　Integrated　Leaming

（CLIL），　and 　compare 　them 　especially 　while 　fbcusing　on 　their　background，　core

theories　behind　the　methodologies 　and 　typical　examples 　ofeach 　practice．

1． は じめ に

　内容べ 一ス の 教授法 （Content−Based　Approach）とは ，言語 だけで な く言語 を通 し て 学ぶ 内

容の 学習に も重点を置い た 目標言語の 言語教育で あ り， 日本を含め て さま ざま な国 と地域で

実践されて い る。内容 ベ ー
ス の 教授法は ，い くつ か の 理 由に よ りその 有効性が支持 され る

（Genesee，
1995；Kasper，1995；Mohan ，1986；Snow ，　Met ＆ Genesee，1989；）。 ま ず ， 言語 学習にお い

て ，言語だ けで な く内容 も統合的 に学習を行 うこ とに よ っ て ，学習者 は意味の あ る学習 をす

る こ とが で き，学習 へ の 動機 づ けに つ なが る。そ の 結果 ， 従来の 第 2 言語指導 と比較 し て
，

よ り効果的な 目標 言語 の 学習 を行 うこ とが 可能になる と言える。また，内容 べ 一ス の 教授法

で は，英語や フ ラン ス 語 な どの 目標言語を ，学校で の 学習対象で ある社会や理 科 とい っ た 学

校で の 教科や ， あるテ
ー

マ や トピ ッ ク と い っ た特 定の 分野の 勉強を 「媒介」 とみ なすた め，

学習者 は 目標言語 を通 じて そ れぞれの ニ
ーズ に合 っ たそ の 後の 内容学習 へ の 橋渡 し として 有

効で ある と言 えるだ ろ う。 ま た ， 学習者に と っ て ， 目標言語 の 言語学習の ク ラ ス 内で 内容 の

基礎 的 な知識や技 能を学 ぶ機会 がある とい うの は，両方 の 習熟を同時 に 目指すこ とが可能と

い う点 にお い て ， 非常に有意義で ある と考察 され る 。

　本稿 で は ，3 つ の 代表的な 内容 ベ ー
ス の 教授 法を取 り上 げる こ ととす る。まず 1 っ めに ，

カ ナ ダで 行 わ れて い るイ マ ージ ョ ン ・プ ロ グ ラム （lmmersion　 Program）と呼ばれ る バ イ リン

ガ ル プ ロ グラム に っ い て 述 べ る。続 い て ， ヨ ー ロ ッ パ 諸国で 生まれ，現在 ， 日本 な どで も実

践報告 がある CLIL （Content　and 　Language　lntegrated　Learning
，
内容言語 統合学習）を取 り上 げ

る 。 最後 に ， 主 に ア メ リカ を 中心 と して実施 されて きた CBI （Content−Based　lnstruction）に関
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し て 言及す る。各教授法 に関 して ，実施 され るよ うに な っ た言語政策や学習者 の 目標言語習

得 の ニ ーズ とい っ た歴史的背景 ， 理論 的背景 ， さらに学習者 とい っ た学 習者 の 学習初期 の 第

2 言語の 習熟度，要求 され る教員の 資質 （語学力，内容知識の 深 さ等），内容 お よ び 目標 言語

の 理解を促す た め の 工 夫等を明 らか に す る 。 それ らに 加 え て
，
内容ベ ース の 教授法の利点や，

実際に内容 べ 一ス の 教授 法を行 う際 に熟考す べ きこ とな どに 関 して 考察す る。

2．イマ ージ ョ ン ・プ ログラム

1 っ め の 内容ベ ー
ス の 鞭 法 と して，まずイ マ

ージ ョ ン
・プ ロ グラ ム （1  ersion 　Program）

に関 し て 理解 を深めたい と考え る。イマ ージ ョ ン ・プ ロ グラム とは ，カ ナ ダの バ イ リン ガル

教育で ある、英語 を母語 とす る学習者た ちを対象 と し て ，学校で 指導 され る数学や体育と い

っ た通常教科 を ， 学習者 たちの 第 2 言語 で あ るフ ラ ン ス 語 お よび母語 で ある英語で 指導 し，

第 2 言語 と各教科 の 学力 の 両方 を習得 させ る とい う教育プ ロ グラム で ある。本節で は ，まず

イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム が 開始 され る こ と とな っ た歴 史的背 景に つ い て 述 べ る 。 続 い て ，

プ ロ グ ラ ム の 指導に お け る理 論的裏づ け に つ い て 考察 し ，
こ の 言 語 教育が支持 され る理 由に

つ い て言及 し たい 。最後に，実 際 の 指導 に関 して ，教師や学習者の 役割，プ ロ グラ ム で の 目

標や典型例 な ど， さま ざまな観点か ら先行研 究 （
ベ ーカー

，
1996；Cummins ＆ Swain

，
1986；伊

東，1997；2007 な ど）を参照に明 らかに して い く。

2．1 歴史 的背景

　イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム とは ，カナ ダの ケベ ッ ク州 を中心 に行われて きたバ イ リン ガ ル

教育プ ロ グラ ム の 名称で ある 。 イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム で は ， ケベ
ッ ク州 にお い て 英語を

母語 とす る学習者 たちを対象 として ，国語 な どの 言語教科 を除 き，学校で 指導され る数学や

体 育とい っ た通 常の 教科の ほ とん ど全 て を，学習者の 第 2 言語 で ある フ ラ ン ス 語 お よび母 語

で あ る英語 を通 じて 指導す る。プ ロ グ ラム の 主 要 目標は ， フ ラ ン ス 語 の 理 解お よび運 用 能力

を高度 な レベ ル へ と向上 させ るこ とで あ る 。 加 え て ，母 語 と 目標言語 の 両方 の 言語 に よる各

教科 の 知識や技能 を習得 させ るこ とを 目的と して 実施 され る 。

　イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は，ど の よ うに して 始ま っ たの だ ろ うか。 1960 年代 ，カ ナ ダの

東 部に位 置す るケ ベ
ッ ク州で は ，

フ ラ ン ス 語 を母 語 とし て 話す居住者が そ の 土 地 の 多くを 占

め て い た。カ ナ ダの 公 用語 は英語で あ るが，同 じくケベ
ッ ク州 に住む英語 を母語 とす るイ ギ

リス 系カ ナ ダ人 に と っ て
， 日常生 活 に お い て フ ラ ン ス 語 は重要 な役割 を果 た して い た。それ

だ けで は な く， 学校 で 勉 強 した りよ り良い 就職 の 機会を得た りす る手段 と して ， 多 くの 人た

ちに と っ て フ ラン ス 語 を学習 し，あ る程度 の 能力 を身 に着 ける こ とは死 活 問題 で あ っ た 。学

習者 を持 っ 親 に と っ て ，フ ラ ン ス 語能力 の 育成は特に我が子 の 将来 に 関わ る重要 な課題 で あ

っ たため ， 学校 な どの 公 教育の お ける フ ラ ン ス 語 学習の 改善は ， 長年の 懸念 事項 と され て い

た （伊東 ， 1997；2007）。
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　ケ ベ
ッ ク州 で は ，イ マ

ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の 開始以前に は コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グラ ム

（Core　French　program）と呼ばれ るフ ラ ン ス 語 の 学習プ ロ グラム が あ り，学習者は その プ ロ グ

ラム を通 じて 第 2 言語 を勉強 して い た。 こ の コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グラム は，通常は第 4 学

年 か ら始ま り，フ ラ ン ス 語を 母語 と し な い 学習者の 基本 レ ベ ル の フ ラ ン ス 語 の 習得 を 目標 と

し て い る。 こ れは ， 日本 の 中学校や 高等学校で 行 わ れて い るよ うな英語学習 に相 当す る と言

え る だろ う。 し か しなが ら， コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グ ラ ム で フ ラ ン ス 語 を学ぶ 学習者の 保護

者た ちは，指導形態に関 して 強い 不安 を感 じて い た。なぜ な ら，従来の プ ロ グラム は あ くま

で学校教育の カ リキ ュ ラ ム の 中で実施 され る もの で あ り，フ ラン ス 語に 触れ る時間は週 に多

くて も数 回程度 とい っ た よ うに当然限 られ て い るか らで あ っ た。す なわ ち ， 基礎的 な レ ベ ル

の フ ラ ン ス 語能力 を育成す るこ とは で きて も，よ り高度なフ ラン ス 語能力育成には程遠い と

い うの が 現実で あ っ た 。

　 こ うい っ た 状況 を打開するた め ，学習者の 保護者た ちは 自分た ち が 中心 とな り，新た な言

語教育の プ ロ グラ ム 開発に 向けて協議が開始 された。保護者たちの 熱意は草の 根運動となっ

て広 が り，カ ナ ダの 脳外科医ベ ン フ ィ
ー

ル ド （Penfield）と マ ギ ル 大学の 言語心 理学者ラン バ

ー ト （Lambert）もそ の 議論に加 わ り，よ り良い 言語教育に つ い て模索が 行われ た
。 話 し合い

の 結果 ， 限 られた 学校教育の 時間数の 中で ， 学習者が 第 2 言語 で あるフ ラン ス 語 に触れ る時

間を最大限確保するた め に ，従来の よ うに フ ラ ン ス 語 を普通教科の 1 つ と して 学習す るの で

は な く， 数学や家庭科 な ど ， 学校 で教え られ る 国語以外 の 全て の 教科を 目標言語 の フ ラ ン ス

語で 指導す る とい うもの で あ っ た。学習者た ちが以前の 学習 ス タイル よ りもフ ラ ン ス 語能力

を実際に 向上する こ とがで きる の か は全 くの 未知数で あっ た 。 しか しなが ら，目標 言語 をイ

ン プ ッ トするため の 絶対的な時間を確保する こ と を第
一

の 目標 と して ，1965 年にイ マ
ー

ジ ョ

ン ・プ ロ グラ ム は 開始 され た。

2，2 理論的背景

　 今 か ら半世紀前 ， 手探 り状態か ら始ま っ たイ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は ， 成功 した バ イ リ

ン ガ ル 教育と して ， ヨ
ー

ロ ッ パ 諸国 を中心 に さま ざまな国々 の 言語教育 に影 響 を与 えた とさ

れ る 。 イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の 原理 は ど うい っ た もの が あるの だ ろ うか。伊東 （2007）に

よ る と ， 多量 の 理 解可能なイ ン プ ッ トが 与 え られ るこ とによ っ て 第 2 言語習得が促進 され る

とい う Krashen （1985）の イ ン プ ッ ト仮説，そ して ，イ ン プ ッ ト仮説 に基づ くナ チ ュ ラル
・ア

プ ロ ー
チ に よ っ て ， イ マ

ージ ョ ン ・プ ロ グラム の 理 論的基盤 が 築かれ た とされて い る。

　 しか しなが ら ，
これ らの 原理 とされ る もの は，実際に は後付 けで あ るとされ て い る。イ マ

ー
ジ ョ ン ・プ ロ グラム の 実施 には ， それ以前 に行われて い た コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グラ ム よ

りも，目標言語 で ある フ ラン ス 語に 触れ る時間をい か に長 くす るか と い う目標 ・目的が あ り，

ク ラ ス 内で 可能な限 り言語の イ ン プ ッ トに晒す とい う点 は ，
こ の プ ロ グラ ム を 実施する に 当

た っ て ， 非常に重要 な要素 とな っ て い る。
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2．3 指導の 実際

　イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は ， 単
一

の モ デル で はな く， 学習者 の 年齢や母語お よび 目標言

語 の レベ ル
， 保護者 もしくは学習者 の 希望す る到達 目標 の レ ベ ル 等に応 じ て ，さま ざま な形

態 が存在する （伊東 ，
2007 ； 中島 ，

1998 ；）。
カ ナ ダの 教育制度は

，
日本 と は 異 な り，2 ・8 ・4 制

が とられて お り，幼児教育が 2 年 ，初等教育 が 8 年，そ し て 中等教育が 4 年 で あ る 。 イ マ
ー

ジ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム の 主 流 で あ り最 も受 講生 が 多い の は ，早期イ マ
ージ ョ ン （early 　total

immersion）と呼 ばれ る もの で あ る。 早期イ マ ージ ョ ン は，幼児教育の 段階か ら開始 され る 。

そ して ， 少な くとも最初 の 2 年間は，フ ラン ス 語 を通 じ て 全て の レ ッ ス ン が行われ る。幼稚

園 1年 目は学習者 の 母語 で ある英語 の み ，そ し て ，幼稚園 2 年 目か ら小学校低学年 ま で は フ

ラ ン ス 語 の み となる。 こ の プ ロ グ ラ ム の 学習者 は ，まず フ ラン ス 語で 読み書き を行 い
，

フ ラ

ン ス 語の 基礎 が固ま っ て か ら英語 による授業 が取 り入れ られ る 。 幼稚園で は ，
フ ラ ン ス 語 と

英語の 使 用が 混 じっ て も構わ ない とい うル ール に な っ て い るが ，小学校 1年生に なる とフ ラ

ン ス 語 の 使用 が強制 となる 。 英語 （国語）導入の 時期は ，学校に よ っ て 異な るが ， 通常で あ

れ ば小学校 2〜 3年 時か ら英語の 学習 も開始 され ，1 日 1 時間の 割合で導入 され る とい う。 早

期イ マ
ージ ョ ン の 特徴は ，プ ロ グラ ム の 開始 当初 か ら ， 聞 くこ とや話す こ ととい っ た音声 面

の 指導 と並行 して ， 読 む こ とや書 く こ ととい っ た文字 の 指導や文字 を実際 に使 っ て 行 われ る

言語活動が ，行わ れて い る と い う点で あ る。初期 には ，聞 く こ とに多少の 重 点が置かれ る場

合 もあるが
， 文宇と音声の 結び っ きを行 う指導が意識的に実施 されて い る 。 また ， 先 ほ ども

述 べ たよ うに，規定の プ ロ グラム とし て プ ロ グラムが 承認 される た め に は ， 開始 当初の 1 日

の 授業所時 間の 50パ ーセ ン ト以上 が第 2言語で あるフ ラン ス 語で の 授業で ある こ とが要求 さ

れ て い る。

　達成 目標等や 学習者の 希望 に応 じて ， 早期 イ マ
ージ ョ ン の 他 に もさま ざまな形態が あ る

（中島，1998 ）。 中期 トータル ・イ マ ージ ョ ン（delayed！middle 　immersion）は ，幼児 か ら初等教育

を通 じて ，午前 も しくは午後 の 授 業をフ ラ ン ス 語 で行い ，そ の他の教科は英語 で 行われ る。

両言語 の 使用比率は 半 々 となっ て い る。 しか しなが ら，こ の プ ロ グラ ム で は 両言語が混乱す

る学習者 が最も多く ， 学習効 果が上が らない とされて い るた め ， 実際に はカ ナ ダで は ほ とん

ど実施 され て は い ない 。また ，後期イ マ
ージ ョ ン（late　immersion）で は ， 学習者 は小学校 1年

生か ら週 20〜40 分程度 の コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グラ ム
， すなわち ， 外国語 と し て の フ ラ ン ス

語 の 授業 を受 けて きた 小 学習者の フ ラ ン ス 語 学習者 を対象 に，中学校で は フ ラ ン ス 語 を使用

した授業 を導入 し，授 業の 約 80 パ ーセ ン トを 目標言語 ， そ し て
， 残 りの 約 20 パ ーセ ン トを

母語 で 2 年間授業を受ける。こ の 少 々 複雑な形態で あ る後期イ マ
ージ ョ ン は，学習者が それ

まで 受講 して きた コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グ ラ ム で の 授業 時間が 多ければ多い ほ ど ， 学習効果

が上が るとされて い る 。 最後 に ， 教科別 補強 フ レ ン チ （extended 　French）と呼ばれ るプ ロ グ ラ

ム で は ， 多様 なイ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の 中で 最 もプ ロ グラム の 開始年齢が遅 く， 通常高

等学校 で 行 われて い る 。 具体的に は ，
コ ア ・フ レ ン チ ・プ ロ グラム を通 して フ ラ ン ス 語 を幼
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児教育お よび 初等教育で 学習 して き た学習者を対象に ，高等学校に な っ て か ら特定の 科 目を

フ ラ ン ス 語で 授 業 を行 う。

　 こ の よ うに，イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は学習者の 年齢や希望等に合 っ た言語 教育 ・学習

を行 うた め に
，

さま ざまな種類を設 け て い る 。 それ ぞれ の プ ロ グラ ム では ， 共通 して 個 々 の

学習者の 高度な母語 と 目標言語 に よる バ イ リ ン ガ リズ ム の 育成 を 目指す 。

　イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は数 ある バ イ リン ガル 教 育の 中で も，最 も 「成功 した 」 バ イ リ

ン ガル 教育 と言わ れ て お り ， 研究者たちは さま ざまな観点か らそ の 理 由を明 らか に しよ うと

して い る （べ
一

カ
ー

，1996；Cu   ins＆ Swain，1986；伊東，1997，2007；Lasagabaster＆ Sierra，

2010；中島，
1998）。 ま ず ， こ の よ うなプ ロ グラ ム を指導する教師には ， そ の プ ロ グラ ム を成

功 させ ，学習者の 言語能力の 向上 を促すた めに ，
い くつ か の 技能や役割 とい っ た条件 が 必要

で あ る と指摘 され て い る 。 指導者 の 大前提 と し て
，

プ ロ グ ラ ム の 教師は フ ラ ン ス 語 を母語 と

す る仏語 と英語 の 高度 な言語能力 を有す る 2 言語話者で ある とい う点が挙 げられ て い る。そ

の 上 で ，フ ラン ス 語 を通 して 教科 内容 を指導する と い う教科担当教師の 役割に加 えて ，学習

者 の 目標言語能力 の 向上 をよ り促 そ うとす る第 2 言語教師の 役割 とい う，2 つ の 役割を同時

に遂行 す るこ とが求 め られ る。また，授業 の 中で は，た だひ たす らフ ラン ス 語 を使 っ て 内容

教科の 指導に励む の み で ， 別途時間を設けて フ ラン ス 語の 文 法や新 出単語 の 指導，意味の 確

認 な どを明示 的に行 っ た りす るこ とは しない 。 しか しなが ら，内容教科を指導 しなが ら，聞

く こ と ・話す こ と ・読む こ と ・書くこ との 4 技能 をなる べ く自然な形で ，
つ ま り教科 の 学習

と連動 した形 で統合 的に指導す る よ うに ， イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の 教 師は絶 えず期待 さ

れて い る の で あ る 。

　 この よ うに ， プ ロ グラム を指導す る教師 は ， 内容教科の 教 師 と言語 指導 の 教師 とい う両者

の 役 割 を 1人 で行 う必要が あ り，加 え て ，特に 2 つ の 責任 を負 わなけれ ばな らない 。1 つ は ，

指導す る教科内容の み な らず，そ の 説明に使 うフ ラ ン ス 語 も学習者に と っ て理 解可 能なもの

に しな ければな らない 。 す なわ ち ， 内容の レ ベ ル を大き く損な うこ とな く適切 に言い 換えた

り，学習者 に分か りやす く説明 した りで き る言語能力が 必 要で ある。ま た，学習者が，彼 ら

の 知的発達お よび 言語 的発達の レ ベ ル に即 した 豊富で 多様な理解可能なイ ン プ ッ トに極力晒

され る よ うに，授業の 中に理 解可 能なイ ン プ ソ トを提供す るた めの 場面 をなる べ く多 く作 り

出さなけ れ ばな らない
。

こ れ らの 条件を兼ね備えた教師 に よ る指導を通 じ て
， 学習者 は 量 と

質が 共に充実 した イン プ ッ トを得 るこ と で ，英語 と フ ラン ス 語 の 高度な 2 言語能 力の 育成 が

目指されて い る。

　
一

方 ， 学習者 には どの よ うな特徴等が見 られ るの で あろ うか 。 イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム

を通 して フ ラン ス 語 を学習す る学習者は，「均質性 」 とい う特徴が あ る と言及 されて い る （べ

一
カ ー

，
1996；伊東 ，

2007）。例 えば，特 に早期イ マ ージ ョ ン の プ ロ グラ ム に お い て ， クラ ス 内

の 学習者の フ ラ ン ス 語能力が ほぼ等 しい こ と，そ して ，ク ラス 内に フ ラン ス 語 の 母語話者が

い な い こ とな どが挙 げられ る。 ま た ， イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グ ラム は学習者やそ の 保護 者の 選
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択 として受講する プ ロ グラ ム で あ るた め，学習者 の フ ラ ン ス 語学習に対する モ チ ベ ー
シ ョ ン

が 比較的高く ， 保護者も学習者の 言語学習に対する関心 が 高く ， 積極的に支援を行 っ て い る

とい う点が共通 して い る と言われ る 。 こ うい っ た均質性 に 関して，伊東 （2007）は ， 指導 を

行 う教師は学習者 の レ ベ ル が均質で あ る こ とで ，で き るだけ多くの 学習者が理解可能 な レ ベ

ル の こ とばを用い て授業内外 で 彼 らに 話 しか ける こ とが で きる こ とや ， 教材に つ い て も ， 非

言語話者 の 能力 に よ り適 した 教科書な ど の 教材が使用 で き る とい う点 にお い て ，多くの メ リ

ッ トが ある と主張 して い る 。

　以上 の よ うに，イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は ，英語 とフ ラ ン ス 語 の 高い 運 用能力 と両言語

を通 じた 知識 の 獲得 を 目標 と しつ つ ，学習者 の ニ
ーズ に合わ せ た複数の 指導方法が ある 。

プ

ロ グラ ム に よ っ て学習者 の 言 語能力 の 大 き な向上 が 見 られ る理 由 として ， 特 に教師や学習者

の 役割等に い くつ か の 傾向が あ る こ とが分 か っ た 。 本節で は ， カ ナ ダの ケ ベ ソ ク州 で 発展 し

て きたイ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム と呼ばれ る バ イ リン ガル 教育を最初に取 り上げた 。 次に ，

そ の イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の 成 功か ら影響を受 けて 始 ま っ た CLIL （Content　and 　Language

Integrated　Learning）を 見て い く 。

3．CLIL

　イ マ
ー

ジ ョ ン ・プ ロ グラ ム に 引き続 い て ，本節で は ヨ
ー n ッ パ で 近年発達 して きた内容 べ

一 ス の 教授法で あ る CLIL に 関 して 言及す る。　 CLIL とは ，　 Content　and 　Language　Integrated

Leaming （内容言語 統合学習）の 略称 で ある 。
　 CLIL は ，

「内容学習 （教科学習）」 と 「言語学習

（学習 目標 とな る書語 の 学習）」 とい う 2 っ の 異な る要素 に焦点 を当て た教育的試 みで あ り，

それ ぞれ に同 程度の重要性 を もたせ ， 両方の 習熟 を 目指す （Coyle，2008）。渡部 ・池 田
・和泉

（2010，p，12）は ，
　 CLIL とは ，

「教科 を語学教育の 方法によ り学ぶ こ とに よ っ て 効率的か つ 深

い レ ベ ル で 修得 し
， また英語 を学習 手段 と し て 使 うこ とに よ っ て 実践力 を伸ばす教育法 の こ

とで ，学習ス キ ル の 向上 も意 図 され て い る 。 さま ざまな教育原理 ・技法を有機的 に統合す る

こ と で ，高品 質な授業を実現する洗練 され た教育法」 で ある と定義 して い る。本節 で は，イ

マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム と同様 ， CLIL が生まれ る こ ととな っ た歴史的経緯 につ い て まず 明 ら

か に した い
。 続い て ， CLIL 授業 にお ける原理 ・原 則に つ い て 述 べ ，最後 に，　 CLIL の 実践に

関 し て ， そ の 形態や CLIL の 大 き な特徴で あ る授 業内で の 多様な 言語 の 使用 ，教師お よび 学

習者の 典型的 な条件や役割等 ，さま ざまな視点か ら考察す る こ と とす る。

3，1 歴史的背景

　 3．1で は，CLIL が 生 まれた 背景に つ い て述べ る。　CLIL が生まれ た ヨ
ー

ロ ッ パ で は ， 各 国が

陸続きで 国境を接 して お り， 国家 レ ベ ル で 社 会 ・経済的連携が行われ て い る 。 個 人 レ ベ ル に

お い て も ， 就業や学業 を 目的 と して 隣国 と頻 繁に接触する こ とは珍 しい こ とで はない 。そ の

よ うな社会環境で は ， さま ざまな言語 が飛び 交 い ，異文化 が混在す る 。 相手の 意図を よ り的
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確に 理解 した り自分の 意 見や考 えをよ り明確 に主張 した りす るために は ，自国で話 され て い

る こ とば （1 つ とは 限 らな い ）に加 えて ，それぞれ の 社会や個 人の ニ
ーズ に合 っ た こ とば （第

2 言語 もしくは 外国語）を学習 し ， それ を用 い て 主体的 な コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を行 う必 要が

ある。こ の 概念 は，「複言語 ・複文化 主義」 と呼ばれ る．Coste　et　al （（1997，　p．12），細川 ・西 山

（2010 ， pp．25−26）よ り引用）に よ る と ， 複言語 ・複文 化 主義 とは ， 母 語 に 加 えて複数の 言語 を

習得 し，さま ざまな文化体験 に よ っ て育 まれ る言語 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 能力で ある 。 そ して ，

そ の 能力 を持 っ て し て ， 個人 は異言語や異文化 の 状況に お い て も ， 柔軟か つ 行動的に他 者 と

意思疎通 を図 っ て い くこ とを可能 にす る能力 で ある と定義 され て い る。加 えて ，その 能力 と

い うの は ， 4 つ の 領域 の 技能 を総合 的に育成す るこ とを 目指 しつ つ も ， 複数 の 言語 にお ける

そ の 部分的な能力 を肯定 的に とらえ ， 個人 が持 つ 不 均衡な能力 を単
一な もの として扱 う。

ヨ

ー
ロ ッ パ に住む人 々 に とっ て ，

こ の こ とは何 らかの こ とばに形 容 される もの で は な く，彼 ら

の 中に 自ら意識 的に持 たれ て い た もの で あ り， CLIL は こ の よ うな考 えの もとに行 われ て きた 。

　CLIL が生まれ た背景 には，欧州 で政策的に実施 され て い る欧州評議 会 （Council　of 　Europe，

1993）や欧州委員会 （European　Community ，1995）が提言 した言語教 育の 施策 も大 きく影 響 し

て い ると言 われ る （Marsh ，
2002）。 具体 的に施策の 中で は，学校教育 にお ける教科 の 指導 を母

語で は な く外 国語で 行 うこ と，そ して ，「母語 ＋ 2 言語 の 習得」と い う目標 達成の 手段 と し て
，

早期外 国語教育の 実施 を促す言語政策 を打 ち出 した り，中等教 育 を受けて い る学習者は，授

業科 目 の
一

部を学習 した第 1外 国語 で学ぶ べ きだ と い う提言が 明記 され て い る。CLIL は，こ

うい っ た言語政策や ， 欧州に お ける言語教育 の 必然性 と言語教育環境を踏ま え て ， ヨ
ー

ロ ッ

パ に おける よ り良い 言語教育 の 推進す る効果的な手段 として始 ま っ た 。

3，2 理論 的背景

　3．2 で は ，CLIL の 原理 や原則 に 関 して言及する 。
　 CLIL 指導で は ，確 固 と した 学習 理論や学

習メ ソ ッ ドが あ る わ けで は ない （笹島，
2013）。 しか しなが ら，よ り効果 的な，す なわ ち，内

容 学習と言語 学習をバ ラ ン ス 良 く統合的 に指導する こ とを可能にする CLIL 授業を行 うた め

に ，
4 つ の C と呼 ばれ る もの を統合する こ とを意識する こ とが 必 要 とされ て い る 。

　4 つ の C とは，Content（内容），　 Communication（言語），
　 Cognition（思考）そ して Culture（も

し くは Community ，文化）で あ る （Coyle，
　Hood ＆ Marsh ，2010 ； 笹 島，2010 ； 渡部 （他），

2010 ）。

Contentとは ，学習す る 「内容 （subject 　matter ）」 で あ る。社会や理科 な どの 教 科内容 や時事的

な もの グ ロ
ーバ ル 化，環境問題 な ど幅広 い 内容を意味す る。ま た，教科 を連携 した も の ，学

際的な分野 に フ ォ
ー

カ ス した もの な どが 挙げ られる 、

　Communicationとは ，す なわち言語 を表す 。
　 CLIL で は ，　 Content と して ，基本 的には教科

や科 目を取 り扱 い ，そ して ， それ を学習 日標 となる言語 （Communication）を通 して 学ぶ 。言

語 を学習に 関 して CLIL の 研 究者で ある Coyle　et　al．（2010）は ，「3 つ の 言語 （language　of

learning，　 language　for　learning，　 language　through 　learning）」 とい う考え，すな わ ち，教科内容
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等の 知識 ・理解 の ための 単語や語句お よび文法事項 （language　of 　lea皿 ing
， 学習の 言語）の 学

習 と， 目標 言語 で 自分 の 意見 を表現 し た りペ ア や グル
ー

プ で 作業 し た りす る際 に 必 要な表 現

や 学習ス キ ル （language　for　learning，学習 の た め の 言語） との 両者 の 言語学習を意識的 に行 う

とい う考え を採用 し て い る。language　through　leaming は，そ れ らの 2 つ の 言語 学習を分 け隔

て る の で は なく，両者を繰 り返 し て 何度も行 っ た り既 習事項を さ らに発展 させ て 学ん だ りす

る こ とを意味 して い る。

　Cognition とは，思考で あ る。　 CLIL で は，さまざま な思考 ス キ ル の 活用が 重要視 されて い

る。4C の 中に 明記 され て い るの は，知識 の 理 解や暗 記 と い っ た 表面的な学習だ けで な く，学

ん だ知識を活用 して い く深 い 学習を意識的に行 うた め で あ る。CLIL で は，暗記 だけで は なく

「分析 」や 「評価」 な ど，さま ざま な思考を学習者 に促 す こ と を 目標 と して い る （Coyle　et　aL ，

2010）。

　Coyle　et　a1．（2010）は ， 4C にお い て Cultureが最も重要 な要素で ある と主張 して い る 。
　 CLIL

を進めて い こ うとす る ヨ
ー

ロ ッ パ で は ，異な る文化 を持 つ さま ざま な民族が混 じり合 っ て 成

り立ち，人 々 は 国を容易に超 えて 活動する 。 例えば， ヨ
ー

ロ ッ
パ 諸国 の 1 つ で ある ル ク セ ン

ブル クで は ， 首都ル クセ ン ブル クに住 む住 民の 半数 が外 国人で あ る。国内で製鉄業 と金融業

に 従事す る約 10 万 人の 外 国人労働者は ， 毎 日隣国 か ら国境 を越 え て や っ て くる （木戸 ，
2008）。

しか しなが ら，これ は 「ヨ ー ロ ッ
パ の 縮 図」 と呼ばれ るル クセ ン ブ ル ク に 限 っ た こ とで は な

く，多か れ 少 なかれ 欧州各国に 当て は ま る 状況 で ある 。 そ の た め ，自国で公 に話 されて い る

言語に加 え ， 自国へ の 出入 りが 盛ん な隣国の 言語 やそ の 他の ヨ
ー ロ ッ パ の 国 々 で 用い られ て

い る異な る言語や ，対人 へ の 接 し方や 習慣 とい っ た文化の 多様性 を柔軟 に受 け止 め ， 理解 し

て い く姿勢が 日常的に 不可欠な要素で ある 。 CultUreとい う要素を意識す る こ とで
， 個 々 人だ

けで な く ， ク ラ ス の 仲 間 と話 し合 っ た りお互 い に教 え合 っ た りす る とい っ た協同的な学習 を

行 うこ とや，国際理解や異文化理 解等 を学習の 中に積極的に取 り入 れ る こ とが 明示 的に示 さ

れて い る。CLIL は 日本 で も取 り入れ られ つ つ あるが ， 日本で の 実践にお い て は ，
　 Cult皿 e は

多言語 が 社会の 中に混在 して い る よ うな欧州と の 言語環境の違 い を踏まえ， 日本 の 言語環境

等 に酉濾 して ，Community とい う語に 変換 され て い る （灘 他 ，
2010）。 ま た ，

　 CLIL に は以下

の よ うな原則が ある （池田，2013，p．13）a

CLIL の 原則 ：

1，内容学習 と語学学習の 比重 を等 しくす る。

2．オ
ー

セ ン テ ィ ッ クな素材 （新聞 ， 雑誌 ， ウ ェ ブサイ トな ど） の 使用 を奨励す る。

3．文 字だ けで な く，数学 ， 図版 ， 音 声 ， 映像 に よる情報 を与 え る。

4．さま ざま な レ ベ ル の 思考力 （暗記 ，
理 解 ， 応用 ，分析，評価，創造） を活用す る。

5．タ ス ク を多 く与 える。

6．協同学習 （ペ ア ワ
ー

クやグル
ープ活動 ）を重視す る 。
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7．異文化理解や 国際問題 の 要素を入れ る。

8．内容 と言語 の 両面で の 足 場 （学習の 手助 け）を用 意す る。

9．4 技能 をバ ラ ン ス よく統合 して行 う。

10．学習 ス キル の 指導を行 う。

　 こ の よ うな原則 は，外 国語教育におい て ，何か新 しい や り方が含まれ て い る と い う訳で は

ない か もしれ ない 。しか しなが ら，CLIL 授業 を担 当す る教 師が こ うい っ た原則 に沿 っ た授業

を意識 し て 展 開 しよ うと して い くこ とで ，そ の 教授の 質が 高ま る とされて い る。CLIL に は特

別な理 論は ない と され て い るが，4 つ の C を遵守 した り Coyle　et　aL や 渡部他 らが主張する よ

うな原則 を意識化 した りする こ とが ，よ り質の 高い 授業構成の た め に 重要で あ る こ とが分か

る。

3．3 指導の 実際

　3．3 で は ， EU 全般 の 言語 教育と して 近 年 ヨ
ー

ロ ッ パ で さ らに広 ま りつ つ あ る CLIL の 現 状

に つ い て 見て い く。 CLIL は，1で取 り上 げたイ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム に比 べ る と，そ の 研

究お よび 実践は歴 史が浅く ， CLIL 授業の 効果を示 すよ うな研 究数は多 くはな い
。 教育機関に

お け るその 実践 は ，依 然 として発展途上に ある。また，実施状 況は，それぞれの 国の 言語 文

化遺産 （language　 heritage）に大き く依存 して い るた め，必 ず しも欧州の 国 々 に お け る多くの

教 育隰 におい て広 ま っ て い る とは言 い 切 れな い （European　Commission
，
2012）。 しか しなが

ら， 2012年の 時点で は ，EU 加盟国 28 ヶ 国中，デ ン マ
ー

ク，ギ リシ ャ ，ア イ ス ラ ン ド， ト

ル コ の 4 ヶ 国を除く 24 の 国で CLIL が実施 された り ，
ル ク セ ン ブル ク ，

マ ル タ島で は ， 全 て

の 教育機関 （学校教育）で CLIL が実践 され た りす るな ど ， 実際に は CLIL は さま ざま な国 と

地域 で 実施 され て い る。

　CLIL の 実施形 態は さま ざまな もの が ある。 基本的 には，先 ほ ど述 べ た よ うに，内容 と言語

と の 両方に 等 しく比 重 を置 き，学習 目標 とな る言語 が英語 で あれ ば，英語 をテ
ー

マ に即 して

指導する等 ， 言語学習 の 比 重が 高い 方法か ら， 英語環境に 学習者を置 い て ， 理 科や社会等の

科 目 の 学習に腫 を置 く学習ス タイ ル ま で 実施 され て い る （European　Commission
，
2012；杉

谷 ・高橋 ・伊東
，
2005）。 具体 的に は ， EU は そ の 加 盟 国で 使 われ るす べ て の 言語 を公 用語 とし

て い る とい うこ ともあ り， EU 諸 国で 実施 され て い る CLIL に は ， カ ナ ダやア メ リカ の よ うな

移 民受入 国に多い 多数派 の 言語環境 で ，その 言語 を用 い て 教科 学習 を図 るイマ ージ ョ ン 方式

と異 な り，Type　A と Type　B の 2 っ の 種類 がある と言われ る （杉谷他 ， 2005）。 釣pe　A で は ， 多

民族国家で ，主 と して少数言語集団 に所属 す る学習者な どの 学習者 を対象に，母語 と公用語

を使用 し，教科 目 の 学習を進め る方法 で ある。Type　A は ，現在 25 の 国 と地域で 実施 され て

い る 。

一
方，Type　B で は ，多 くの 場合多数派が使用す る第

一
公 用語 が母語 で あ り， 同時 に教

育 として 用い られ る言語で もあ る学習者を対象に，あ えて 母 語 と外国語の 2 言語 を使用 し て
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教科の 学習 を進 め る方法で あ る 。 多数派 言語 （公 用語 ）を対 象 に，教科 内容 と外国語の 学習

を統合 して 進め ，外国語能力 の 育成を 目指す 。
「授業用 語 と して 外国語 を使用する方式」 も含

む 。 Type　B は，現在 EU の 20 の 国 と地域で 実施 され て い る 。 主流 は ， 後者の Type　B で ある

（European　Commission
，
2012）。

　主 に 2 っ の 形態 で指導され る CLIL で は ， 目標言語の 種類が 多岐に 渡 る。欧州諸国間の 協

同的関係 の 核 で ある EU は ， 全て の 加盟 国の 公用語 を EU の 公 用語 と定め，その 数は 23 に も

及ぶ 。 最も広 く CLIL 授業で用 い られ る言語 は英語 で あ り，
フ ラ ン ス 語 ， ドイ ツ 語が それ に

続 く。 イ タ リア 語 ，
ス ペ イ ン 語 も同様 に広 く用 い られて い る （Coyle　et　a1．， 2010）。加えて ，　 EU

の 加 盟 国 を合わせ る と ， 60を超 える少数言語 と地域言語 が存在 し て い る と言 われ て お り，国

や地域の 言語状況に応 じて ， それ らの 言語 も CL正L 授業 の 言語 として 用い られ る。

　ま た ， CLIL 授業の 教師とは
一
体 どん な資質等が求 め られ る の で あろ うか。既 に述 べ た よ う

に ，CLIL は ヨ
ー

ロ ッ パ の 各地域で行われて い る ため，使用 され る言語 の 種類 や数 は，国や地

域に よっ て 多岐に渡 っ て い る 。 そ の ため，必ず し も CLIL で 学習す る言語や教師の 条件，授

業の 形態 な どを
一

元 化す る こ とは適 切で は ない 。 し か しなが ら，典型 的なパ タ
ー

ン と して ，

Lasagabaster＆ Sierra（2010）に よ る と，イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の 教師 とは異 な り，　 CLIL

授業 を指揮 す る教員 は，必 ず しもネイ テ ィ ブ・ス ピー
カ
ー

で ある必 要 は な い と説 明 し て い る。

確か に，科目 ・教科を学習者お よび 教師の 母 語 で は ない 言語で 教えなければな らない た め，

高度な言語能力 お よび 指導能力 を有 して い る こ とは 大きな条件 で あるが ，現状で は CLIL 教

師が 目標言語 の母 語話者 とい う状況は ， 珍 し い 。その 理 由の 1 つ として 挙げ られ る の は ，学

習者 の 母語 と 目標言語 との 高度なバ イ リン ガ リズ ム の 育成 が期待 され る カナ ダの バ イ リ ン ガ

ル 教育 とは異な り，CLIL で は そ の よ うな達成 が ほ ど遠い 目標 が 掲げ られ て い ない か らで あ る 。

CLIL 授業の 目標 ・目的 とは ，あ くまで 目標言語 を通 して 学校 で勉強 した り働 い た り，身近 な

相手 との コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を とっ た りす るための 言語能力の 向上 を図 るこ とで あ り，もち

ろんそ うい っ た 活動 を行 うには ある程度の 語学能力が要求 され る訳 で あるが，決 して ネイ テ

ィ ブ ・ス ピー
カ

ー
に 匹敵する ほ どの 言語能力 を保持 しな ければな らない ，とい うこ とを意味

して は い ない
。

　CLIL 授業 を通 し て 文化 ・異文化 間の 理 解を深 め よ うとする教育は ， ドイ ツ で の CLIL の 実

践 が好例 で あ る （European　Commission ，
2012；杉谷他，2005 ； 山川 ，

2008 ；）。ドイ ツ で の CLIL の

一
形態 と して ，社会科学系の 科 目を 中心 に学習す る 内容 を重視 した CLIL 授業が行 われ て い

る （山川 ，
2008）。CLIL 授業の 目的は ， 授 業内で 関連す るテ

ー
マ に つ い て の 知識を母 語 と異言

語 との 両言語 で 獲得す るこ と と い う内容学習 の 達成 ， 並 びに経済 ・文化 ・政治 な ど の 領域に

お ける異言語 で の 理 解 ・表現能力 とい っ た言語運用能力 を養成 は もちろん ，歴 史を互 い の 言

語で 学ぶ こ とで 相互 理 解 ・異文化 理 解能力の 育成 を深 め る こ とが意 図 されて い る。 ドイツ の

CLIL 授業例は ，多種多様 な CLIL の 形態の
一

種にす ぎな い 。 しか しなが ら ，
　 CLIL が ヨ ー ロ

ッ パ で研 究お よび 実践 され て きた 「内容」 に 重点 を置い た指 導 ・学習 として ，他の プ ロ グラ
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ム ・アプ ロ
ーチ と差別化が可能 な 1 つ の 要素 で は ない だ ろ うか と思 われ る 。 英語 な どの 多数

派言語の み な らず ， 少数言語お よび地域特有の 言葉を学習の 媒介 とす る授業が展開 され て い

る こ とや ， 異文化理解等 の 学習 を ， 教科 とし て 確 立 し，腰 を据 え て じ っ くりと学び 理解 して

い こ うと意図す る授 業 ・カ リキ ュ ラム にこ そ，CLIL の 独 自性 そ して ポテ ン シ ャ ル が 大い に反

映 され る の で は ない だろ うか 。

　本節で は ，欧州を中心に試み られ て い る CLIL とい う言語教 育の ア プ ロ
ーチにつ い て ， そ

の 実施の 歴 史 ・地理 的背景や 4C と言 う原則 に該当する もの
， そ して各 国の EU で の 現状等 ，

い くつ かの 視座 か ら述べ た。最後 に ， CBI （Content−Based　Instruction）とい う内容 に重点 を置

い た アプ ロ
ーチに っ い て考察 したい と考える 。

4．CBl

　CBI （Content−Based　lnstuction）とは ， 日本語で は ， ふ つ う内容 中心教授法 もし くは内容基

盤学習な どと訳 され る。CBI は，内容 を中心 と した学習カ リキ ュ ラム を組 み込む こ とによ り，

内容 とそれ に付随す る言語 との 2 つ 領域 を同時 に学ぱせ よ うとす る指導法 とされ て い る。CBI

は どの よ うに して 始 ま っ たの だろ うか。まず ，歴史的背景 につ い て 述べ ，続 い て ，CBI が ど

の よ うな理論 を基に 成立 し得る の か を考 察す る 。 また ， 先 ほ ど説 明 したイ マ ージ ョ ン ・プ ロ

グラム や CLIL と同様 に，その 種類やその 実践例 ，　 CBI を行 う教師や学習者の 役割，ま た，

プ ロ グラ ム で の 目標や典型例な ど ， さま ざま な観点か ら考察 して い く。

4．1 歴史的背景

　まず ， CBI が どの よ うな歴 史的な背景 を持 つ の かを述 べ て い く。　 CBI は ， 1970年代以 降に

嬲 した CLT （Communicative　Language　Teaching）に影響 を受 ｝すた。　 CLT は，目標言語 の 授業

の 焦 点を実際の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン や情報 交換 に 当て るの で あれ ば ， 理想的な第 2 言語指

導 ・学習 と い うの は，言語 指導の 対象 を文法や機 能 な ど言語主 体 の 単元 の 学習 を行 っ て い く

の で は な く，言語 以外 の 領域の 主題 ，っ ま り 「内容」 とする授業 となる と い う原理 に基づ い

て行 われ る 。 CLT を基に ，
　CBI は 1980年 代に 米国で徐 々 に確 立 した とされて い る （Richards＆

Rodgers
，
2001）。　 CBI が広 ま り始 め る頃，米 国で は言語学習 と内容学習 を統合 した指導 ア プ ロ

ーチ に か な り関心 を持た れ て お り ， 当時 さま ざまな種類や方法が 実践 され て い た （Stoller，

2008）。 例 を挙げると，ESP ，　 EOP
， イ マ

ー
ジ ョ ン ・プ ロ グラム へ の 応用 に始 ま り， 大学 で の

外国語 プ ロ グラ ム
， そ し て

，
ビジネス や EFL の 職業訓練の コ ース 等 ， 幅広い 体系で 実施 され

て きた 。 内容を中心 とした指導法は，その 他に も莫大な数 の 試み が行 われ ， 北米で は ， FLEC

（Foreign　Language　in　the　Elementary　School）program と い う，理 科や社会 とい っ た 内容 教科 を外

国語 の 授業と統合 し
，

互 い に補完 しあ う学習 （言語学習 は 内容学習 を促進 し，そ の 逆 も同様

に ， 内容 学習は 言語学習を促進する）が試 み られた 。 また，FLAC （Foreign　Language　Across　the

Curriculum），　LAC （Language　Across　the　Curriculum），　FLIP （Foreign 　Language 　Immersion 　Program）
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な ど と呼ばれ る よ う言 語教育 も実践 されて い た。

　CBI の 歴史的変遷 を辿 っ て み る と， 今まで 取 り上 げて きた イ マ
ー ジ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム や

CLIL な どの ア プ ロ
ーチ と異 な り，明確 な 「導入」 の 時期が言及 され て い ない

。
　 CBI が成立

す る以前に ， 内容 学習 と言語学 習を統合 した言語 の 教授 法が模索 され てお り， CBI は さまざ

まな内容学習に よ り焦 点を当て た言語 学習の 取組み の 総称で は ない か と推測 され る 。

4，2理論的背景

　CBI は， さま ざまな理論的基盤 に よ っ て 成 立 して い ると言 われ る （Bhton ，
　Snow ＆ Wesche

，

1989；原 田 ，
2008；Kasper，

2000；Richards＆ Rodgers
，
2001；Snow 　et　ar．

，
1989）。まず，　 CBI は ，2

つ の 主要原 理に基 づ い て い る。 1つ は ，
「第 2 言語 の 学習 は ， 言語学習 自体 を 目的 とす るよ り

も ， 言語 を情報獲得の 手段 と し て 使用 し た ときの ほ うが 成功す る」 とい うもの で あ る 。 す な

わち， 目標 言語 を内容 学習の ための 手段 とみ なす こ とで ， 目標言語 の 言語 学習 におい て ，中

身の 部分の 情報 をい か に理 解 した り伝達 した りす るか とい うこ とに 指導の 重点が 置かれ る。

その 結果 ，学習者 は よ り意味の ある学習 を行 うこ とが 可能 にな り，学習 へ の 動機 づ け も高ま

るで あ ろ う。も う 1つ は ，「CBI は第 2言語教育にお ける学習者 の ニ
ーズ を満 たす」 とい うも

の で あ る 。 大学の 学部課程の 科 目や分野等に 関連 も しくは 直結 した内容 を学習す る こ とで
，

CBI の プ ロ グラ ム 終 了後，その 後の 進 学 へ の 準備や学習 の ス ム ーズ な接続 へ の
一

助 とな り得

る （Richards＆ Rodgers，2001）。

　加 えて ， CBI の 原理 は ， カナ ダの バ イ リン ガル 教育 と同様 に，　 Krashen が 主張す るイ ン プ ッ

ト仮説 に よ るとこ ろが 大きい 。イン プ ッ ト仮説 で は，第 2 言語習得 は，学習者が 意味に 注 目

しなが ら理解 で きるイ ン プ ッ トを与 え られ た ときに最 も効果 的に 行わ れ る と説 明す る 。 CBI

で は，内容に関する 目標言語の 「質」 と 「量」 が共 に優れ たイ ン プ ッ トを提供 し ， 学習者 の

目標言語能 力の 向上 を促す。また ， 原 田 （2008）は，内容 と言語に 同時 に注意を 向け させ る

CBI は ，
ア ウ トプ ッ ト仮説か らも支持 され る と言及す る。

　 Swain （1993）は ， イ マ
ージ ョ ン ・

プ ロ グラム に在籍 して い る学習者が 話す能力 と書く能力 とい っ た産出能力があま り高度で な

い とい う点 に着 目し ， ア ウ トプ ッ ト仮説 を唱え，産出能力の 養成をす るには，学習言語で 十

分 に表現で きない こ とを悟 らせ ，学習者 に明示 的に言語形式に も注意を向け させ ，言語 へ の

意識 を高 め る と した 。
CBI は 他 の ア プ ロ ーチ と同様， 目標言語 に よ る内容 学習を通 じ ， 理解

可能な意味 の あるイ ン プ ッ トを与 え る こ とに加 え て ， 教科や ある分野 の 学習内容やそ れ を踏

ま えた 自分 の 考えや意見を，目標言語 を通 して ， 内容 の ある （つ ま り，学習 内容 の 単 な る反

復に留ま らない ）ア ウ トプ ッ トを行 う。 そ の よ うにす る こ とで ， 学習者 の 目標言語 の 理解 ・

運用能力の よ り良い 向上 に つ なが り得 る 。

Cumrnins（2000）は，　BICS お よび CALP と い う考えを示 し
，　CBI の よ うな ，

内容に よ 礁

点を当て た言語学習 を行 う必 要性を裏付 ける 。 彼に よる と， 移 民が基礎的 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン 能力で ある BICS を習得 す るに は 2 年程度 し か か か らない が ，学習者の 在籍す る学年 に
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相当す る科 目・教科の 理 解や発表力 と して い る CALP を身に つ け るためには 5〜 7年 以上かか

り， 段階的な学習が不可 欠で ある と言及する 。 よ り複雑 な内容を理解 した りよ り論理 的な方

法で 抽象的な事柄 を伝え た りする能力は ，
一

般に 自然に は身に つ か ない と言 える だろ う。 す

な わ ち，教科や 学術内容等の 学習を一
手 段 として徐 々 に育成 され る 。 したが っ て ， 言語 学習

の 際，CBI の よ うに 内容を よ り重視 して学習 して い くこ とは ，
　 CALP の 伸長 が期 待で きる と

い う点 にお い て ，特に CALP 的能力の 伸長 を 目指す 学習者 に とっ て 非常に有益 で ある と言 え

るだろ う。

4．3指導の 実際

　CBI は ， ア メ リカ な どの北米 を中心 に ，
ヨ
ー ロ ッ パ

， 中東 ， 南ア メ リカ とい っ た さまざま

な国 と地域 で発 展 し ， 多様 な実践 が試 み られ て い る （Richards ＆ Rodgers，2001 ； Stryker＆

Leaver，1997）。 内容学習 と言語学習 に 関 して ， 他 の 教授法 を異な り，か な り多様性 に富んで

い る。CBI の 「内容」 学習 に当た るの は，他 の ア プ ロ
ーチ と同 じく主 に教科 で ある。 また，

英語 な どの 外国語 の 授業内に行われ ， 例 え ば環境や異文化理 解 と い っ た ト ピ ッ ク を扱 うと い

っ た導入 ・実施の 敷居 が 高 くない よ うな CBI の クラス もある。 その 場合，　 CBI は学習者の 知

識 とこ れ まで の 経験 を踏ま え て 指導 され ， 学習者に と っ て 全 く新 しい 題材 を学習する の で は

な く，すで に知 っ て い る （既 習の ）内容 に関 し て 学習す る。指導材料 と活動 はプ ロ グ ラム 自

体に合 うよ うな範囲で教師が選択 す る 。

　CBI は学習者の レ ベ ル やク ラ ス 参加 の 目的に応 じて ，
い くつ か の 種類があ り ， 言語 と内容

の どち らに重点 を置くか に よ っ て ， 主 に 3 つ の タイプ に分類 され る （Briton，　Snow ＆ Weche ，

1989）。 言語学習を重視す る もの に 始ま り， 内容 と言語 を同等に 扱うもの
，

内容学習を 中心 と

す る もの 等 さま ざまな形 態が ある とされて い る。 1つ は，「テーマ ベ ース の 指導 （theme −based

language　instruction）」 と呼 ばれ るもの で ある。テ ーマ ベ ース の 指導 とは，例えば 「公 害」 「女

性 の 権利」 な ど，あるテ ーマ や トピ ッ ク をも とに した 目標言語 の 学習 で あ り，基本的 に授業

は 言語 学習が 中心 とな る 。 文 法事項も内容を ベ ー
ス と して 学習者に提示 され る 。 ま た ，「シ ェ

ル タ
ー
指導 （sheltered 　content 　instruction）」 とは ， 直訳す る と ，

「保 護され た 内容 の 指導」 とな

る 。 具体 的に は ， ある 内容分野 を学ぶ 目的で集 め られた ESL の 学習者 たちに ， そ の 分野 の 専

門家が 第 2 言語 （目標 言語）で 指導を行 うコ ー
ス で あ る。テ ーマ ベ ー

ス の 指導 とは対照的に，

内容の 学習が 中心 で ，教師は学習者の 言語理解 をサポ ー トす る。も う 1つ は ，
「付加的言語指

導 （adjunct 　language　instuction）」 と呼ばれ るコ
ー

ス で ある （Snow ＆ B 血 ton
，
1988）。 こ の クラ

ス で は，学習者は母語話者 とともに講 義科 目を履修 し， さらに言語面 を補 うために ， 講義科

目と直接関係す るよ うに設 置 され た言語 コ
ー

ス を同時履修す る。クラス の 学習者お よび学習

者 は 内容 と言語 の 両方の 学習 を行 う。

　Briton　et　al，（1989）は ，こ の よ うに CBI には 3 つ の 異な る形態が あると述 べ て い るが ，それ

らの CBI を指導す る教 師に は共通 したい くつ か の 条件があ る。ま ず指導者に 関 して
， 学習者
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の 目標 言語の 母語話者 で ある こ とは特 に明言 され て はい ない が ，よ り高度な第 2 言語教師で

あ る こ とが重 要視され る 。 そ し て
， 教科の 内容を よ く理 解 して お り，また学習者か らも知識

を引 き出す こ とが で きなければな らない 。 コ
ー

ス の 内容 お よび 言語学習の 取 り扱 い の 比 重 に

も左 右 され得 るが ，文法事項 を言語 とは 異な る側 面 と し て 扱 うの で は な く，4 技能の
一要素

として扱 うこ とも重要 で ある。すなわ ち，教 師は よ り自然な形 で 文法指導を行 い ，知識や言

語 な どを
一

緒 に教 え るこ とが 求め られ る。 こ の よ うに ，あ ま り明示 的な文 法指導を行わない

とい う点 は ， 前述 したイ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム と類似 して い る と言 え る。また ，CBI の ク

ラ ス で は ， 目標 ・
目的 と して ， 内容 につ い て の 質疑応答や討論 を通 して，教師 と学習者や学

習者 同士 の 協力で 既存の 知識 か ら新 し い 知識 に 広 げて い くこ と，そ し て ，学習者 の 刺激 に な

る よ うな教材 を使 っ て 教 え，内容 の 興味を持 たせ 内発的動機付 けか ら くる学習意欲を育て る

こ と等が ある （Stryker＆ Leaver
，
1997）。 こ うい っ た 要素の 達成 を念頭に置きなが ら，授業 内

で 学習す る 目標言語 お よび内容 を学習者に と っ て よ り良い 理 解が で き る よ う導くこ とが教員

の 指導技術 として 必要 とされ る。
一

方で ，CBI で は指導者だけ で な く，学習者お よび学 習者

も授業 を形成す る
一

員 として の 主体的な活動 をす るよ う求め られて い る 。 具体的に述 べ る と ，

学習者は 自立 し，初期段 階か ら 自分 自身 の 学習を管理 す る ように なる こ とや ，学習者が 共同

的な学習形式で 互 い に支え合 うこ と ， 学習者 が積極 的に 学習に関与 し
，

「実践 しなが ら学ぶ 」

こ とがで きる よ うな工 夫 が教員 に必要 とされ る。

　渡部他 （2010）は，CBI と CLIL とは共通点 が 多くあ る こ とを言及 し，それ らは，教科やテ

ー
マ な ど内容 の ある もの を学習の 中心 に捉 える， 自然な言語使用 の 機会を生 みだす学習 へ の

動機づ けを高 める よ うな学習 内容 を取 り入れ るこ と，オ
ー

セ ン テ ィ ソ クな教材 を用い た 4 つ

の 領域 を統合 した言語活動 を行 うこ と，意 味理解 の た め の 足場 づ く り （scaffolding ）も行 うこ

と，そ し て ，知識力，言語力 ，思考力 とい っ た 学習成果 が育成 され る とい う点で ある。

　本稿で は，代表的 な内容 ベ ー
ス の 教授 法で あるイ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム ，CLIL ，そ して

CBI を見て きた 。 それ ぞれ の ア プ ロ ーチ は ， もちろん相 違点はあ るが，共通点 も多く存在す

る こ とが分か っ た。以上の よ うに，4．3 で は CBI の 種類や教師 ・学習者の 役割等 に つ い て述

べ た 。

5，考察

　本稿 で は，イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム ，CLIL そ して CBI とい う 3 つ の 内容べ 一
ス の 教授

法 を取 り上 げた
。 指導の 実際に お い て は ，それ ぞれ の 教授法 の 目標言語，内容学習，指導者

お よび学習者 の 目標言語 の レ ベ ル な どに 関 して言及 した 。 それ ぞれ の 教授法 も しくは プ ロ グ

ラ ム の 実施 に あた っ て は，国や地域 の 政策や言語使用，学習者の 目標言語習得 の 動機 とい っ

た ニ ーズ が重要 な位 置 を 占め て お り ， 各教授法 に よ っ て 実践方法 には相違 が見 られ る、簡単

に 3 つ の 教授 法の 内容を振 り返 っ てみ たい 。

　イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム は ， 学校 の 教科 を 目標 言語 を通 して 学習す る。こ の プ ロ グラム
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で最 も受講者の 多い とされて い る早期イ マ
ージ ョ ン と呼ばれ るプ ロ グラム で は ，低学年か ら

目標言語 の イ ン プ ッ トをひ たす ら与 え続 ける 。 その よ うに す る こ とで ，学習者が 目標言語 を

自然 に習得す る よ うに促す。言 い 換 え る と，教師は授業 におい て 文法や 単語等 を分析的 に指

導 しない 。指導す る教師 の 条件 は ，学習者の 母語 と 目標 言語 と の バ イ リン ガ ル で あ る こ と で

ある。こ の プ ロ グラム で は，学 習者 の 高度な 2 つ の 言語 の 育成を 目的 とす る．

　CLIL で は，主 に学校の 教科を ，多数派言語お よび 少数派言語 と い っ た 目標言語 を通 して学

習す る。欧州の 複言語 ・複 文化 主義の 政策を反 映 した言 語教育 ・学習 で あるため ，目標言語

は多様性 に富んで い る。また，学習者 は CLIL 授業 を通 して ，複数 の 目標言語 を学習す る。

目標言語 の 言語能力の レ ベ ル は ， イ マ ージ ョ ン ・プ ロ グラ ム の よ うに 高度なもの で はな く ，
4

技能 の 総合的 も し くは断片的な能力 を身 に付 けるこ とが 期待 され る。加 え て ，言語教育 ・学

習それ 自体を通 し て ，多言語や異文化 へ の 興味 ・理解 を促 すこ と も大 き な 目標 と され て い る。

CLIL には特別 な理 論 的基盤 が ある とい うわ けで は ない が ，　 CHL 授業で は，4 つ の C を統合

し，よ り質の 高い 言語学習 を実施す る こ とを重要視 して い る。

　CBI で は，イ マ
ージ ョ ン ・プ ロ グラム や CLIL とは若干異な り，教科 と い うよ りも特定の

テ
ー

マ や トピ ッ ク内容を通 して 目標言語 を学習する。こ の 教授法で は ，学習者の 目標言語や

内容学習 にお ける学習の ニ
ーズ を意識 し，言語 学習お よび 内容学習 の 比 重や内容学習に は柔

軟性 が見 られ る。CBI は，い くつ か の 理論か らそ の 言語 教育 ・学習が支持 され て い る。

　以上 の よ うに，3 つ の 内容学習に重点 を置い た 言語教 育 ・学 習を見 て きた。それ ぞれ の 教

授法 は ， 主に 4 つ の 点が共通 して い るの で はない だ ろ うか と考 える。まず ，それぞれ の 内容

べ 一ス の 教授法で は， 目標 言語 によるイ ン プ ッ トの 「量」 と 「質」 の 重要視 で あ る。内容学

習は どの 学習者 に とっ て も単 に言語 の 知識や規則 を学ぶ よ りもはるか に難 しい 。したが っ て ，

それ ぞれ の 内容べ 一
ス の 教授法で は ，指導者は 学習者の 内容理 解を促進するた め に，内容の

レ ベ ル を下 げる こ とな く，例 えば抽 象的な概念 を学習者 に分か りや す く言 い 換えた り，ビ ジ

ュ アル を多用 した りす る など して ， 学習者に と っ て 多くの理 解可能なイ ン プ ソ トを提供する

こ とを意識的 に行 っ て い る。2 点 目 として ， 3 つ の 教授 法に お い て ， 内容理 解 の 促進 お よび言

語能 力を育成す るた めに ， 言語 と言語 を通 して 学ぶ内容 の 統合 的指 導を行 っ て い る とい うこ

とが類似 し て い る と言 え る。その た めに ，本稿で は 詳細 に関 して は述 べ て い ない が ，目標言

語 と内容学習の 到 達度 を明確 に示 した
一

貫性 の ある綿密 な学習カ リキ ュ ラ ム 構成の 基 に 目標

言語 の 学習が実施 され る 。 特に 2 番 目に言及 した CLIL で は ， 内容 と言語 を バ ラ ン ス 良く，

そ し て 確実 に身 に付 けるこ とが で きる。 さらに ，内容 と言語 の バ ラ ン ス の とれた学習を円滑

に 実施す る ために ， 映像や 音声 ， 図式 ， 学習言 語の 形式 等の 学習 ス キ ル と い っ た さま ざま な

ツ
ー

ル を活用 されて い る。 もちろ ん ， 第 2 言語 学習にお い て そ うい っ た ツ
ー

ル の 活用 は決 し

て 珍 し い こ とで は ない が
， 内容 ベ ー

ス の 教授 法で は 学習者 の 目標言語 に よ る 内容学習の 理解

を促進す るた め に，意識 的か っ 効果 的に 用い る こ とと して い る 。 また，それ ぞ れ の 内容 ベ ー

ス の 教授法で は ，学習者 と い っ た学習者の ニ ーズ （目標言語 の 習熟度 ， 目標言語お よび 学習
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内容の 到達 目標な ど）を的確 に把握 した上 で指導 が行 われ て い る 。 そ の ため ， 学習者 の 学習

へ の 動機づ けが 高ま り ， 結果 とし て よ り良い 目標言語の 学習を行 うこ とが で き ， さ らな る能

力向上 に つ なが る とい うこ とが 考 え られ る。

　　こ れ らの 内容 ベ ー
ス の 教授法 には，もちろん 対象 とな る学習者 の 様 子が異 なるた め，指導

の 実際 を見 て み る と細 か い 相違点 が観察 され る 。 しか しなが ら，
い くつ か の 点 におい て ，共

通 した特徴 を持 っ て い る こ とが 分 か っ た。 内容 べ 一
ス の 教授法 は， さまざまな国や地域で 多

様 な実践や研 究が進 め られ て い る 。 内容 べ 一
ス の 教授 法 を導入 した第 2 言語学習を行お うと

す る場合，上記 の よ うな点 を配慮 し なが ら進 めて い くこ とによ っ て ，先行研究 の 流れ を汲ん

だよ り良い 第 2 言語指導が で きる の で は ない か と考え る。
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